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四
月
九
日
（
木
）
、
１
３

１
名
の
１
年
生
が
笠
縫
小
学

校
に
入
学
し
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
、
運
動
場
で
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
。
１
４
４

年
の
笠
縫
小
学
校
の
歴
史
の

中
で
も
運
動
場
で
の
実
施
は

あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

 

当
日
の
天
候
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
日
が
上
が
る
に

つ
れ
て
汗
ば
む
よ
う
な
陽
気

と
な
り
、
雲
一
つ
な
い
晴
天

の
下
、
子
ど
も
た
ち
の
返
事

の
声
が
校
庭
に
響
く
最
高
の

入
学
式
と
な
り
ま
し
た
。 

 

担
任
の
呼
名
に
対
す
る
子

ど
も
た
ち
の
大
き
な
「
は

い
っ
」
と
い
う
返
事
の
中
に

小
さ
な
決
意
と
勇
気
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
桜
の

花
び
ら
が
舞
い
落
ち
る
中
、

親
子
で
写
真
を
撮
る
微
笑
ま

し
い
姿
が
数
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。 

 

休
校
が
続
く
中
、
先
行
き

の
見
え
な
い
不
安
が
子
ど
も

た
ち
に
も
影
を
落
と
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る

６
年
間
の
期
待
に
胸
を
ふ
く

ら
ま
せ
る
子
ど
も
た
ち
の
や

る
気
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
、

教
職
員
一
同
全
力
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

今
年
度
の
笠
縫
小
学
校
は
、

「
自
育
・
和
協
・
勤
倹
」
の

校
訓
の
も
と
、
『
夢
と
笑
顔

い
っ
ぱ
い 

生
き
生
き
学
ぶ

笠
縫
の
子
』
と
い
う
学
校
教

育
目
標
を
掲
げ
、
様
々
な
教

育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
そ
し
て
、
全
校
児
童

７
０
２
名
の
健
や
か
な
成
長

を
育
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

 

地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
ご
支
援
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

 

～
２
５
名
の
新
入
園
児
を

迎
え
て
～ 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
下
、
四
月
十
日
、
令
和

２
年
度
笠
縫
幼
稚
園
入
園
式

を
行
い
ま
し
た
。 

 

通
常
の
形
と
は
か
な
り
簡

略
化
す
る
な
ど
様
々
な
予
防

対
策
を
行
い
ま
し
た
。
来
賓

等
参
列
者
の
制
限
等
も
あ

り
、
私
共
に
と
っ
て
本
当
に

不
本
意
な
式
と
な
り
ま
し
た

が
、
当
日
は
会
場

で
あ
る
遊
戯
室
を

色
と
り
ど
り
の
花

で
埋
め
尽
く
し
、

せ
め
て
も
の
歓
迎

の
意
を
示
し
て
子

ど
も
た
ち
を
迎
え

ま
し
た
。 

 

そ
し
て
何
よ
り

保
護
者
の
皆
様
は

実
に
協
力
的
な
姿

勢
で
式
を
見
守
っ

て
い
た
だ
き
、
心

か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。 

 

翌
日
か
ら
市
内

の
幼
稚
園
は
休
園

と
な
り
、
子
ど
も

た
ち
は
楽
し
み
に 

   

し
て
い
た
園
生
活
が
し
ば
ら

く
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
再
び
出
会
え
る
日
を

心
待
ち
に
幼
稚
園
は
全
力
で

再
開
の
準
備
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

文
責 

園
長 

リーフ 

か さ ぬ い 笠縫学区（３月３１日現在） 

男性 ５４２４人 女性 ５６９６人 

世帯数 ４７０３世帯 

笠縫学区ホームページ 

http://kasanui.net/ 
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１ 

笠
縫
小
学
校
入
学
式 

よ
う
こ
そ
笠
縫
幼
稚
園
に  

 



 

 今後の予定（５月１５日～６月１４日） 

※記事作成時点での予定です。新型コロナウイルスの状況 

 により、変更になる可能性があります。 

 ５/３０（土） まちづくり協議会 定期総会 

 ６/１３（土） 笠縫みまもり隊 情報交換会 
自治連合会 定例会 

 ４月１３日（月） 令和元年度まちづくり協議会の

会計監査については、四半期ごとに実施され、今

回、第４四半期および年度決算の監査が実施されま

した。中村会長・中村会計・事務局会計担当者出席

のもと、監事２名

による監査の結

果、適正に処理さ

れていることが確

認されました。 
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２ 

おともだち募集 ！ 

 ●活動場所：笠縫まちづくりセンター １Ｆ和室 

 ●活動日時：第１・３・４木曜日  

                   10：30～11：30  

 ●会  費：親子で月200円 

       兄弟１人につき100円 

     ※お子様は生後６か月から頂いております。 

親子で一緒に遊びませんか 

  ０歳から遊べるおもちゃがあり、リト
ミックや絵本の読み聞かせ、水遊びや公
園遊び、夏祭りやハロウィン、クリスマ
スパーティーなどのイベントや、その他に
も季節の工作、英語で遊ぼうなど、親子で
楽しめる活動を予定しています。 

★ ぜひ気軽に見学にお越しください！★ 

 ※新型コロナウイルスの影響で活動予定など 
  変更になる場合がございますので、事前に 
  担当者までお問い合わせください。 

  

080-3860-7400 

 伴（ばん） 

問合せ先 

 まち協 第４四半期 会計監査を実施 

  

笠縫やすらぎ学級生の 

募集延期について  

まちづくりセンターからの重要なお知らせ 

 例年、この時期に新年度の笠縫やすらぎ学級

生を募集しておりますが、新型コロナウイルス

の感染が終息する目途が立つまで、募集を延期

することに決定いたしました。 

  

  

 

  

まちづくりセンターの紹介 

 ５月２４日（日）に開催を予定しておりました、文化・

健康・スポーツ部会主催の「笠縫歩こう会」は、新型コロ

ナウイルス感染拡大防止のため中止となりました。 

【貸 館】 
 ●大会議室・小会議室・和室・調理室 

 

【印刷コーナー】 
 ・コインコピー 

 ・印刷機 

 ・紙折機 

 ・裁断機 

【市指定ごみ袋の引換】 

 ●引換有効期限（令和２年９月３０日）までに 

  事務所窓口にてお引換えください。 

 

 
 

 

設 備 料 金 

コインコピー(2色まで) 10円/枚 

コインコピー(カラー) 30円/枚 

印刷機(マスター代) 100円/枚 

印刷機(インク代) 0.5円/枚 

印刷機(用紙代：A3) 2円/枚 

印刷機(用紙代：A3未満) 1円/枚 

●蛍光管 
 （LED・電球・豆球は不可） 

●乾電池 
 （ボタン電池・充電池は不可） 

蛍光管は回収箱(左) へ 
乾電池は回収バケツ(右) へ 

（館 内）…事務所前に回収箱を設置しています。 

 ●ペットボトルのキャップ 

 ●アルミ缶プルトップ 

 ●使い捨てライター（使い切ったもの） 

 ●使用済み切手・プリペイドカード 

 ●書き損じハガキ 

【各種回収】 
（館 外）…駐輪場横に回収箱を設置しています。 

【市指定ごみ袋・粗大ごみ処理券の販売】 

 ●市指定ゴミ袋…110円/枚 

 ●粗大ごみ処理券…購入前に草津市に、ごみ収 

  集の予約が必要です（収集日の7日前迄）。 

  （専用ダイヤル）561-2300へ 
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 笠縫学区地区防災計画策定委員会  
  

 昨年８月から取り組んで

きました笠縫学区地区防災

計画策定業務は、３月下

旬、「笠縫学区地区防災計

画」の冊子（全７６ペー

ジ）の完成をもって、令和

元年度分の作業の区切りを

迎えました。 

 その経緯は、本紙面にお

いて掲載してきましたが、

あらためて振り返ります。 

 

■なぜ、地区防災計画が必要なの？ 

 多発する大規模災害において、行政だけに頼る 

 のが困難だからです。その時、地域コミュニ 

 ティによるボトムアップ型の対応が必要とな 

 り、それを支援する制度が地区防災計画です。 

 平時からの防災まちづくりの実践や策定が重要 

 となります。 
 
■防災目標は？ 防災計画の対象は？ 

 目標は、「災害につよいまちづくり」です。 

 対象とする災害は、「地震」「風水害」です。 
 
■災害対応体制は？ 

 地震時は、発生時から広域避難所開設までの流 

 れや役割を示しました。風水害時は、行政から 

 の情報や避難する際の目安を示しました。 
 
■町内会ごとの避難体制は？ 

 全２４町内会別に、町内会 

 の目標・特徴・防災対策・ 

 特色・課題を明記しまし 

 た。また、町内会ごとの 

 「一次集合場所」「町内 

 の避難所」「広域避難所」 

 と、地震・風水害時の避難 

 経路を明示しました。 
 
■今後の課題は？ 

 それぞれの地区内や地区同士での連携強化が課 

 題です。この防災計画は「ゴールではなくス 

 タート」となります。今後、日頃の防災訓練や 

 活動を通して、計画の問題点を検証し、内容を 

 更新し続けていきます。それが、災害時に真の 

 「実効力」を発揮するものとなります。 

 初年度基本作業終了 ここからスタート！ 

 笠縫学区地区防災計画 冊子完成 

 昭和３０年代初期の原風景などを後世に引き継

ぐため、笠縫・笠縫東両学区まちづくり協議会が

協働で、平成２６年度より記憶絵や書物など地域

資産の作成に取り組んできましたふるさと記憶絵

作成事業は、この程、全ての事業を終えました。 

 

● ふるさと笠縫の記憶絵タペストリー（小型） 
  
 町内会や各種団体

などに貸出しできる

よう、手軽で持ち運

びが楽な素材のタペ

ストリーを作成しま

した。お気軽にご利

用ください。 

（大型のタペストリーはまちづくりセンターに 

 掲示しています） 
 
● ふるさと笠縫の記憶絵ガイドマニュアル 

 
 旧笠縫地域の心に残る

風景や暮らしの営み、四

季の移ろい、まちの表情

の変化を未来につながる

道標として「絵」にして

残しました。 

 産業、冠婚葬祭、伝統

芸 能・行 事、名 所・旧

跡、日常生活、子どもの

遊び、村名の由来などを

掲載しています。 

（Ａ４版・４４ページ） 

  

この冊子は各町内会に２冊配布します。 
（個人でご希望の方には、１冊５00円でお分けします） 

 
● ふるさと笠縫の記憶絵リーフレット 
 
 気軽に手に取って

見てもらえるよう、

ガイドマニュアルか

ら「記憶絵」「地場

産業の米づくり・青

花 紙」な ど を 抜 粋

し、リーフレットを

作成しました。（A3両面・三つ折） 

 このリーフレットは、全戸配布します。 

機会あるごとに、ふるさとの良さを後世に語り継

いでいく地域資産としてご活用ください。     

（サイズ：縦97ｃｍ×横180ｃｍ） 

「住み続けたいまち」へ 

 ふるさと記憶絵作成事業 完結！ 
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広告募集！！「リーフかさぬい」は広告を募集しております。 

詳しいお問い合わせは笠縫まちづくりセンターＴＥＬ：０７７－５６２－００７１へ  
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四
月
九
日
、
満
開
の
桜
に

祝
福
さ
れ
、
松
原
中
学
校
で

第
７
４
回
入
学
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。 

 

新
入
生
の
保
護
者
が
見
守

る
中
、
新
し
い
制
服
を
身
に

ま
と
い
、
初
々
し
く
、
は
つ

ら
つ
と
し
た
中
に
も
緊
張
感

を
漂
わ
せ
な
が
ら
１
６
２
名

の
新
入
生
が
入
学
し
ま
し

た
。 

 

入
学
式
で
は
、
学
級
担
任

の
呼
名
に
元
気
よ
く
返
事
を

し
、
学
校
長
の
式
辞
の
言
葉

ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
真
剣

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
代
表
生
徒
２

名
が
、
中
学
生
に
な
っ

て
の
抱
負
を
落
ち
着
い

た
態
度
で
述
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

 

入
学
式
終
了
後
、
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
記
念
写

真
を
撮
る
姿
が
見
受
け

ら
れ
、
清
々
し
い
雰
囲

気
の
中
で
こ
の
良
き
日

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

  

   

     

４ 

 

穏
や
か
な
春
の
日
差
し

の
ふ
り
そ
そ
ぐ
四
月

三

日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
を
危
惧
し

な
が
ら
参
加
す
る
職
員
や

保
護
者
は
マ
ス
ク
を
着
用

し
、
新
し
い
お
友
達
を
迎

え
る
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

職
員
が
ハ
ー
モ
ニ
カ
や

マ
リ
ン
バ
を
演
奏
し
、
慣

れ
な
い
場
所
に
少
し
泣
い

て
い
た
子
ど
も
達
も
楽
器

の
音
色
に
引
き
込
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
年
長

児
か
ら
の
お
祝
い

の
言
葉
と
歌
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
で
は
、

我
が
子
が
成
長
し
た
姿
を

思
い
な
が
ら
微
笑
む
保
護

者
の
拍
手
が
沸
き
起

こ

り
、
和
や
か
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
地
域
の
中
で

お
世
話
に
な
る
子
ど
も
達

を
温
か
く
見
守
っ
て
頂
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま

す
。 

認
定
こ
ど
も
園
み
の
り  

『
新
し
い
お
友
達
を
迎
え
る
会
』 

く
る
み
保
育
園 

入
園
式 

松
原
中
学
校 

 

 
 

第
７
４
回
入
学
式
を
終
え
て 

 
 

  

さ
る
四
月
四
日
（
土
）

に
第
四
十
二
回
く
る
み
保

育
園
入
園
式
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
三
月
の
卒
園

式
よ
り
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
、
さ
ら

に
縮
小
し
た
簡
素
な
入
園

式
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。 

 

三
密
の
密
閉
・
密
接
・

密
集
を
で
き
る
だ
け
避
け

る
た
め
に
式
典
は
な
く
し

て
、
保
護
者
一
名
と
お
子

さ
ん
が
入
園
す
る
保
育
室

で
先
生
と
の
お
出
会
い
会

の
よ
う
な
形
で
入
園
に
あ

た
っ
て
の
お
話
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
玄

関
に
は
卒
園
し
て
い
っ
た

年
長
さ
ん
達
が
秋
に
植
え

た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花

が
、
春
の
光
の
よ
う
に
キ

ラ
キ
ラ
輝
く
元
気
な
新
入

児
さ
ん
達
を
お
出
迎
え
で

き
た
こ
と
が
な
に
よ
り
で

し
た
。 

 

早
く
こ
の
緊
急
事
態
が

終
息
す
る
こ
と
を
願
っ

て
、
私
達
は
子
ど
も
達
が

一
日
で
も
早
く
今
ま
で
の

よ
う
な
保
育
園
生
活
を
楽

し
み
に
元
気
に
登
園
し
て

く
れ
る
よ
う
に
、
友
達
や

先
生
と
の
出
会
い
を
大
切

に
健
や
か
に
育
っ
て
い
っ

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。 

 

地
域
の
皆

様
方
に
は
こ

れ
か
ら
も
温

か
く
見
守
っ

て
頂
き
ま
す

よ
う
に
宜
し

く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 


